
自民党総裁選のメディア占有に抗議し
裏金問題と統一協会問題を
徹底追求することを求めます

　自由民主党の総裁選挙が９月１２日告示、２７日投票でおこなわれています。岸田文雄内閣

総理大臣は、８月１４日、自民党派閥の政治資金パーティーをめぐる裏金事件や統一協会との

関係によって「国民の不信を招いた」として、自由民主党総裁選への立候補断念を表明しました。

岸田文雄首相の後任には、９人の国会議員が立候補をしています。しかし、すべての候補者は

裏金問題の再調査、企業献金の禁止及び統一協会問題の解明には言及していません。

　それなのに、マスメディアは連日、自民党総裁選を大きく報じています。まるで自民党の宣

伝ショー、メディアジャック（メディアの占有）だとの批判もあります。立候補者の人となり、

言動が注目を浴びていますが、自民党の人事が刷新されても、自民党政治の本質は何ら変わる

ことはありません。

　裏金事件は、閣僚辞任や派閥解散だけでうやむやにされたままです。裏金の使途や経緯は、

いまだ明らかにされていません。多くの国民が望んでいる裏金問題、統一協会問題の解明に、

メディアは全力をあげるべきです。メディアによる総裁選ショーによって、自民党の金権政治

を不問に付すことは許されません。

　また、安倍晋三氏を媒介とする自民党と統一協会の組織的つながりが、朝日新聞の報道（2024

年 9 月 17 日、18 日）で明らかとなり、自由民主党の再調査・再説明責任が浮上しました。

　裏金問題や統一協会問題は、自由民主党の組織的持病であり、政権から自民党そのものを降

ろさないことには、金権政治、腐敗政治を一掃することはできませんし、統一協会との癒着も

解決することはできません。マスメディアとそれに関わる人たちには、自民党の広告塔ではな

く国民の目線に立った報道に立ち返り、裏金問題と統一協会問題を徹底追求することを強く求

めます。
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